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○農業廃棄物適正処理推進事業　381万円
■担当：経済部農林課農畜産係（第２庁舎１階／内線415・416）

農業用廃ビニール・農薬空容器の処理委託費用の一部を補助し、適正処理を推進する
とともに、焼却からリサイクルへの処理方法の転換を図ります。
・農業用廃ビニール処理（負担割合　町：４分の１　農協：４分の１　農業者２分の１）
・農薬空容器処理
負担割合　リサイクル可能な空容器　　　　　　　町：２分の１　農協：２分の１

リサイクル不可能な空容器（未洗浄） 全額農業者負担

○生分解性マルチ利用推進モデル事業　114万円
■担当：経済部農林課農畜産係（第２庁舎１階／内線415・416）

マルチフィルムは畑の表面を覆うことにより、土中の水分・温度の保持、雑草の抑制
などの効果が得られるため、かぼちゃ・大根・長いもなどの野菜類を中心に広く利用さ
れています。しかし、マルチフィルムの原料となっているポリエチレンは焼却等の処理
により環境への負荷が懸念されています。このため、土中の微生物によって水と二酸化
炭素に分解される生分解性マルチの普及を推進し、環境保全型農業を推進します。
・対象作物　かぼちゃ（芽室町南瓜生産組合出荷分）
・負担割合　町：３分の１　農協：３分の１　農業者：３分の１

○ふるさと森づくり事業　345万円
■担当：経済部農林課農林企画係（第２庁舎１階／内線413・414）

「めむろふるさとの森づくり構想」に基づき、自然とふれあいながら人を育（はぐく）
んでいくふるさと森づくり事業を次の内容で進めます。
・昆虫生息環境の整備（西士狩町有林に水銀灯の設置など）
・西士狩町有林見晴台の整備
・森林サポーター育成事業（植樹・育樹・どんぐり拾い、育苗圃整備）
・巣箱づくり体験、自然・昆虫観察会（新嵐山）

○農業後継者結婚記念苗木贈呈　36万円
■担当：経済部農林課農林企画係（第２庁舎１階／内線413・414）

農業後継者の結婚を記念して、屋敷林造成用の苗木を贈呈します。

・１組　15,000円

○耕地防風林造成事業［個人助成］ 96万円
■担当：経済部農林課農林企画係（第２庁舎１階／内線413・414）

耕地防風林の維持・拡大を目的に、個人で購入する苗木代の80％を助成します。
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○農村景観維持形成推進地区整備事業　160万円
■担当：経済部農林課農林企画係（第２庁舎１階／内線413・414）

クリーンめむろ大作戦の事業として、農村地域における景観形成を柱とした環境整備
モデル事業実施地区に対し、経費の90％を補助します。（農協、森林組合との共同事業）
・対象事業　指定事業→ ①屋敷林の整備

②防風林の植栽
③家畜ふん尿・堆肥の有効活用

選択事業→ ④農家看板の設置
⑤私道に花や木の植栽
⑥景観形成作物の導入
⑦不要農機具などの整理
⑧農業用廃プラスチックの適正処理

提案事業→ ⑨地域の特色を活かした取り組み
以上の中から、５つ以上について総合的に整備する地区とします。

・実施期間　２か年間
・継続地区　伏美・北明・上伏古（14年度～15年度）
・新規地区　２地区を予定（15年度～16年度）

・標準事業費 80万円（１地区）
・補助率　90％（町40％　農協40％　森林組合10％）


